
〒505-0004　美濃加茂市蜂屋町上蜂屋3299-1
　　　　Tel 0574-28-1110  Fax 0574-28-1104 
 　　　　http://www.forest.minokamo.gifu.jp/

東京からも便利

ようこそ　　　　　　　　　　　　へ

み　 の　 か　 も

美濃加茂

新宿から高速バスも運行！最短
６時間足らずで到着します。
学割路線もあり！ということは、
日帰りも可。

◎電車でも安心。新幹線など電車
　の場合は、名古屋から
①JR線の岐阜周りで美濃太田駅下車、
　駅から「あい愛バス」（200 円）
　というコミュニティバスが運行。
　このバスで駅から約 5分。徒歩
　だと 20 分ほどです。
②名鉄（私鉄）で名古屋から犬山周り
    で日本ライン今渡駅下車、車で 
　約 20 分です。

高速バス時刻表の一例

新宿西口→美濃加茂日本昭和村
　　　　　（文化の森から車で約５分）
23：10→4：53（片道 6,000 円）

新宿駅　→可児市役所前
　　　　　（文化の森から車で約 20 分）
10：40→17：05（片道/学割4,080円）

がっつり　　宿 !

みのかものステージ

みのかも滞在中には、文化の森敷地内にある
アトリエ棟が宿舎。6畳と4.5 畳の和室のほか、
30㎡ほどのフローリング（ほぼ正方形）の「ア

トリエ」があります。
もちろんキッチン、バ
ス、トイレ付き。
同じ棟内にある調理室
や一人用シャワー室も
利用です。
　買い物などは、歩いて
１０分弱の距離にある
スーパーやホームセンターを利用。たくさんの買い出
しには、文化の森から車を出します。また、レンタサ
イクル（電動アシスト付自転車）も利用が可能！

ステージは、屋外！これまでの舞台とはひと味もふ
た味もちがう魅力にあふれているはずです。
芝生の広がる広場、その奥にはゆるやかな下り坂と
スギとヒノキの木立が続きます。夜には遠目に街の
明かりが目に入ります。左手にある実習棟のテラス
も利用が可能！客席は建物側に作ることが多いので
すが、演出家の方におまかせ。
　　　　　　　　　　ただし、屋外なので虫もたくさんいます…。

ガッ

一見の価値あり！？

＊車で５分（自転車で１０分）の場所に、昭和銭湯「里山の湯」という入浴施設もあります。入浴料600円。

ぎふって思ったより近い

岐阜県美濃加茂市は、名古屋から北へ約３０キロの所にあ
る人口約５万５千人のまちです。南部には、清流木曽川が
流れ、江戸時代の五街道のひとつ「中山道」の太田宿があ
ります。北部には山が広がり、ホタルの飛び交う地区もあ
る豊かな自然を残した里山の風景がみられます。
みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアムは、この美
濃加茂市のほぼ中央に位置するミュージアムです。地域の
歴史や自然、アートなどの文化的な活動のほか、小中学校
と協力した学習活動も行っています。早稲田大学とは文化
交流事業の一環として、毎年９月に学生の公演やワークシ
ョップを行っています。

岐阜

名古屋

2012年9月の「劇団森」による美濃加茂野外公演「羂索水系」（屋内・屋外の 2公演）

(2013.2.23現在)

あい愛バス
蜂屋線，日本昭和村線などで
文化の森下車．
http://www.city.minokamo.gifu.jp/bus/

時刻表・料金は、
各バス会社のホームページを参考
にしてください。「高速バス」ある
いは「都市間高速」で検索 !
http://www.odakyubus.co.jp/
http://www.tohtetsu.co.jp/

早大生のみなさんへ



どうして　美濃加茂？ 美濃加茂と早稲田大学をつなぐ先人たち

岐阜県美濃加茂市と早稲田大学は 2007 年 4月に「文化交流協定」を締結
しました．坪内逍遙博士，津田左右吉博士という二人を共通項とするこの
両者が，文化事業について協力し合うこと，そして相互発展と地域社会の
活性化，学問研究の向上に寄与することを目指したものです．

坪内逍遙 博士 津田左右吉 博士
つ ぼ う ち
しょうよう(                  1859-1935) つだ そうきち(                      1873-1961)

『文学に現はれたる
我が国民思想の研
究』をはじめとする
多くの著作は，『津
田左右吉全集』とし
て 35 巻に及ぶ．そ
れらの研究成果は，
歴史・思想・文学な
ど幅広い学問分野で
現在も影響を与えて
いる．

『小説神髄』や『当

世書生気質』など

の執筆，「ハムレッ

ト」などシェイク

スピアの全作品を

一人で翻訳したこ

とで知られる．

　みのかもは逍遙の生誕地です．10 歳頃までみのかもで

過ごしました．絵を描くことが好きであったこと，近くの

神社の境内で遊んだ思い出を著書に書き記しています．名

古屋へ転居後，母や姉と芝居を見物に行ったり，進学した

学校で，「ハムレット」の作品を身振り手振りを交えて朗

読する教師の姿に衝撃を受けたりしたそうです．大学を卒

業後，東京専門学校（現早稲田大学）で英文学史やシェイ

クスピアなどの科目で教鞭をとります．一方で，同僚や学

生たちと朗読会の開催，新史劇の創作など，演劇活動にも

力を注ぎました．後に朗読会を発展させ文芸協会を設立，

逍遙自らが主宰となり，新時代の演劇を担う俳優の育成に

も取り組みました．シェィクスピアの全作品の全集出版と

古希のお祝いで、早稲田大学に演劇博物館を建設しました．

　みのかもは左右吉の生誕地です．小学校を卒業する 13 歳

まで過ごしました．その後17歳の時に上京，東京専門学校（現

早稲田大学）２年に編入学し，翌年卒業します．卒業後は中

学校教員などを経験し，早稲田大学文学部の講師として，

国史や東洋思想史などの科目を中心に担当しました．国粋

主義者らによって左右吉の研究が告発されると，昭和 15 年

に著書が発禁処分，続いて出版法違反で起訴されましたが，

その後免訴となりました．昭和 21 年には総長に推挙されま

したが，左右吉は学問に専念したいと辞退します．その後早

稲田大学名誉教授の称号を授与されました．昭和 24 年，76

歳の時には文化勲章を受章するなど，その業績が高く評価さ

れています．

　左右吉が執筆した『文学に現はれたる我が国民思想の研

究』には，逍遙が序文を添えています．

逍遙が生まれた場所の跡に

は，現在美濃加茂市立太田

小学校が建っています．校

内には「山つばきの部屋」

という逍遙の業績や美濃加

茂での顕彰活動の取り組み

を紹介する場所や顕彰碑の

ある逍遙公園があります．また，逍遙生誕地区の市民を中

心に「坪内逍遙博士顕彰会」を結成し，逍遙を顕彰する活

動も行っています．

左右吉の生家は現在，彼

の通った小学校（現下米

田小学校）の隣地へ移設・

復元され，「津田左右吉

博士記念館」として開放

し，見学や市民交流の場

になっています．また，

左右吉生誕地区の市民を中心に「津田左右吉博士顕彰会」

を結成し顕彰活動も行っています．毎年，小中学生による

作文コンクール「津田左右吉賞」なども行っています．

1919 年撮影．左はセン夫人
太田に今も残るムクノキの前で撮影

太田小内の逍遙公園にある坪内逍遙博士顕彰碑
津田左右吉博士記念館

1960 年撮影．
美濃加茂市名誉市民として推挙
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